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平
行
在
来
線
は
ど
う
な
る
？

　

２
０
１
２
年
に
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
が
着
工
さ
れ
た
際
、
平
行
在
来
線
で
あ
る

函
館
本
線
の
函
館
―
長
万
部
―
小
樽
は
延
伸

時
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る
こ

と
に
、
沿
線
自
治
体
は
合
意
し
た
。

山
線
は
存
続
で
な
く
活
用
で
未
来
を
開
く

山
線
は
存
続
で
な
く
活
用
で
未
来
を
開
く

　

そ
の
内
の
「
山
線
」
と
呼
ば
れ
る
長
万
部

︱
小
樽
は
、
22
年
３
月
に
全
線
バ
ス
転
換
の

方
向
性
と
さ
れ
た
後
、
北
海
道
中
央
バ
ス
か

ら
運
行
を
担
え
る
と
の
返
答
が
な
く
、
未
だ

決
定
し
て
い
な
い
。

余
市
︱
小
樽
は
都
市
近
郊
鉄
道

　

余
市
︱
小
樽
は
大
都
市
札
幌
の
近
郊
鉄
道

と
し
て
成
立
す
る
立
地
環
境
な
が
ら
、
昼
間

に
２
時
間
以
上
列
車
が
な
く
、
余
市
町
と
小

樽
市
の
市
街
地
内
に
１
駅
ず
つ
し
か
な
く
、

多
く
の
利
用
を
取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
毎
日
２
０
０
０
人
以
上
の
利
用

が
あ
り
、
高
頻
度
化
・
多
駅
化
に
よ
り
、
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
等
の
実
績
か
ら
、
利
用
は

６
０
０
０
人
以
上
に
な
る
と
予
想
で
き
る
。

長
万
部
︱
余
市
は
バ
ス
が
適
材

　

一
方
、
新
幹
線
の
倶
知
安
駅
が
開
業
す
る

前
日
ま
で
の
長
万
部
︱
余
市
は
、
沿
線
人
口

や
来
訪
者
数
か
ら
、
鉄
道
特
性
を
発
揮
で
き

る
立
地
環
境
で
な
い
。
昼
間
に
倶
知
安
以
南

は
４
～
７
時
間
以
上
列
車
が
な
く
、
日
常
生

活
に
も
観
光
利
用
に
も
使
い
勝
手
が
悪
い
。

　

新
幹
線
開
業
ま
で
は
休
止
と
し
て
路
線
バ

ス
と
し
た
方
が
、
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト
で
高

頻
度
に
運
行
で
き
、
街
中
を
経
由
し
、
現
行

の
鉄
道
よ
り
ず
っ
と
便
利
に
で
き
る
。

　

余
市
以
東
は
鉄
道
、
以
南
は
バ
ス
に
一
本

化
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
・
バ
ス
の
車
両
と
運

転
士
と
も
に
増
減
さ
せ
る
必
要
が
な
い
。

新
幹
線
開
業
後
は
全
線
鉄
道

　

ニ
セ
コ
は
新
幹
線
の
着
工
後
、
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
、
地
価
は
大
幅
上
昇
し
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ

る
。
新
幹
線
が
開
業
、
高
速
道
路
も
開
通
し
、

想
像
も
つ
か
な
い
大
人
数
が
来
訪
す
る
中
、

山
線
を
な
く
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

マ
イ
カ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー
・
タ
ク
シ
ー
・

団
体
バ
ス
・
路
線
バ
ス
・
送
迎
車
が
全
て
倶

知
安
駅
の
周
辺
に
集
中
し
、
交
通
を
専
門
と

す
る
身
と
し
て
は
、
大
渋
滞
と
駐
車
場
不
足

の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
思
い
浮
か
ぶ
。

　

ニ
セ
コ
を
真
の
世
界
リ
ゾ
ー
ト
と
す
る
に

は
、
新
幹
線
開
業
と
同
時
に
山
線
全
線
を
近

代
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
復
活
さ
せ
、

倶
知
安
駅
へ
の
集
中
を
周
辺
駅
に
分
散
さ
せ
、

各
駅
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
地
や
市
街
地
へ
の
域
内

交
通
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
だ
。

　

ま
た
、
第
２
回
に
記
し
た
貨
物
新
幹
線
の

末
端
輸
送
と
し
て
も
機
能
さ
せ
る
。

経
営
分
離
前
倒
し
で
財
源
あ
り

　

山
線
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
の
経
営
分
離
を

前
倒
す
こ
と
で
、
年
25
億
円
の
赤
字
を
回
避

で
き
る
。
そ
れ
を
３
分
割
し
、
年
８
億
円
ず

つ
を
余
市
以
東
の
鉄
道
と
以
南
の
バ
ス
に
投

じ
て
先
に
記
し
た
利
便
向
上
を
実
行
す
る
。

　

残
る
年
８
億
円
は
廃
線
と
な
っ
た
場
合
の

橋
梁
等
の
撤
去
費
と
し
て
積
立
て
る
こ
と
で
、

自
費
で
の
撤
去
義
務
を
負
う
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
れ
る
。

　

こ
の
年
25
億
円
を
財
源
と
す
る
こ
と
で
、

国
の
新
た
な
支
援
も
沿
線
市
町
の
負
担
も
不

要
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

資
金
の
流
れ
を
適
材
適
所
の
交
通
シ
ス
テ
ム

に
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

地
域
情
報
誌『
後
志
よ
み
う
り
』へ
連
載

「
平
行
在
来
線
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」

高頻度化とともに小樽市街地内に１kmおきに７駅新設、
余市町内にも同様に４駅新設で大幅利用増を見込める

第3回
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